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昨年９月，文部科学省

科学技術政策研究所は

「研究者定点意識調査」の

結果を発表しました．その

中には，日本の研究水準

の低下に対する危機感が

報告されています．具体的

には，研究者の研究時間

の減少，科学技術関連予

算の不足，次世代を担う

若手研究者の育成・確保への危機感などが示されて

います．本調査ではさらに，「現状では多くの分野で

日本の科学技術水準や国際競争力は欧米と同等だ

が，５年後には日本の優位性は低下する」と警告して

います． 

我が国の歯学研究も例外ではありませんし，本学

歯学研究科も実に様々な問題に直面しています．私

立学校振興・共済事業団が「私立大学等経常経費補

助金」の一部であった「研究科特別経費」を今年度か

ら突然廃止したことはその一例です．これが歯学研

究科の研究活動に及ぼす影響ははかり知れません． 

本学歯学研究科は昭和５６年の開設以来，多くの

分野で本邦の歯学研究をリードしてきました．この実

績をもとに平成１７年，文部科学省ハイテクリサーチ

センターの選定を受け，「顎口腔機能障害の発症機

序究明とその機能回復に関する先進的研究」をメイン

テーマとする研究を展開しました．本プロジェクトは本

年３月に終了し，文部科学省の最終評価も良好で，

歯学研究科として初めて取り組んだ大プロジェクトは

成功裏に終了しました．本年３月からは，文部科学省

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の選定を受

け，新規プロジェクト「デンタルイノベーションを目指し

た集学的研究拠点形成―アンチエイジングに貢献す

る新たな付加価値の創生―」を推進しております．こ

れらはいわゆる「競争的研究費」とよばれ，採択にあ

たっては課題の独自性，社会的貢献度，これまでの

研究実績等が重視されます．これらのプロジェクトに

連続して採択されたことは，本学歯学研究科が対外

的に高く評価されていることの証です． 

しかし近年，本学歯学研究科も原著論文発表数

や科学研究費補助金の採択件数の低下に直面して

います．私立歯科大学を取り巻く環境は熾烈さを極

め，本学歯学研究科が他の追随を許さない存在感を

将来にわたって築いていくことは，決して容易ではあ

りません．教育・研究・診療の充実が，私達に課せら

れた社会的使命であり，今後は，限られた時間で効

率的な研究を行うことが必要で，本学の個性，特色を

発揮し，柔軟な発想に基づくユニークな研究を展開す

る事が重要です．本学歯学研究科の将来を担う後継

者を養いつつ，教室という垣根を超えて世界を驚か

せる成果を挙げられればと思います． 

 

  
７月２日より南カリフォルニア大学より２名の教授

を昭和大学歯学部に招聘し，歯科補綴学教室でお世

話しています．クラーク先生は睡眠時ブラキシズムや

睡眠時無呼吸の基礎的・臨床的研究の第一人者で

あるばかりでなく，ＩＴ技術を駆使した先進的な歯学教

育を手がけられてきた先生で，滞在期間中には昭和

大学と共同で仮想患者を用いた新たな教育資源の開

発に携わられます．一方奥様のマリガン先生も，米国

の高齢者歯科学会，障害者歯科学会の会長を歴任

された非常に高名な先生です．両先生とも日本補綴

歯科学会と共同開催するオンラインコースや講義，

PBL を通して昭和大学の卒前・卒後の教育に貢献し

て下さる予定です． 

先日行われたウエルカムパーティーには当教室

の医局員はもちろん，学生達も積極的に話しかけ，

昭和大学の国際化が学生へも広がりつつあることを

改めて実感いたしました．１２月２２日までの約半年

間ですが，とても親しみやすい先生方ですのでお見

かけになったら気軽に声をお掛けください． 
 

南カリフォルニア大学クラーク先生，

マ リ ガ ン 先 生 が い ら っ し ゃ い ま し た
     歯科補綴学教室 樋口 大輔

巻 頭 言 
歯学研究科運営委員会委員長 上條 竜太郎
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標記の理科と国語のプレースメントテストは，教育

部の教育を改善するための参考データを集める目的

で，オリエンテーション期間中の４月２１日に新入生を

対象に行われました． 

今回で２回目になる理科は，物理，化学，生物そ

れぞれについて高等学校の教科書レベルの問題と，

高等学校で履修したか，好きな科目であったか，受

験勉強したかの調査を行いました．また，初めて行わ

れた国語では，語彙力を問う問題を中心に出題され

ました．新入生の皆様には，入学早々にお疲れ様で

した．これらの結果は，今年の夏に行われる「教育部

教育者のためのワークショップ」において検討され，

教育部のより良い教育を目指した改革に役立てられ

ます． 

 
本年度も，６月２５日（金）午後から４回に渡りＤ２

臨床入門（実習）が歯科病院において実施されました．

本実習は学生に早期に歯科臨床に対する理解を深

めてもらうことを目的として，３年前に開始されました．

学生は３グループに分かれて実習を行います．「歯科

病院の患者付き添い実習」では学生が患者さんの診

療から会計終了時まで行動をともにすることで，患者

さんの目線で歯科病院の業務を経験します．「ユニッ

ト操作と診察の体験」では，学生が交代で患者役・歯

科医師役となり，ユニットの操作と模擬診療を体験し

ます．「印象採得の経験と歯列模型の作製」では，お

互いの歯列印象をアルジネート印象材を使って採得

した後，石膏模型を製作します．学生は歯科病院で

の実習という初めての体験に緊張し戸惑いながらも，

熱心に，そして楽しそうに実習に参加していました．ま

た，指導の先生・病院スタッフ・患者さんの御協力に

より，前年度以上にスムーズに実習を行うこともでき

ました．  

実習終了後の発表会では，「歯科に対する認識が

深まった」，「医療人としての心構えができた」，「基礎

科目で学んだことが臨床でどのように役立つかが理

解出来た」等の声が聞かれ学生にとって大変有意義

な実習となったようです．来年度も実施の際には，関

係各位のご協力をよろしくお願い申し上げます． 

 

 
今年の３月に歯学部６年の大野可那子私さんが

「第２３代日本さくらの女王」に選出されました．（財）

日本さくらの会は昭和３９年(１９６４年）東京オリンピッ

ク開催の年に日本の花「さくら」の愛護，保存，育成，

普及等を目的に設立された団体です．大野さんは「さ

くら」を象徴する親善大使として，２０１２年３月までア

メリカ・ドイツ等諸外国や，国内自治体各地で開催さ

れる「さくらまつり」や「さくら植樹式」へ出席し，友好・

国際親善の為にボランティア活動を行う予定です．こ

の４月には，ワシントン D.C.とフィラデルフィアのさくら

祭りに参加されました．さくらは日本というイメージで

すがアメリカでも多くの人に愛されています．特にワ

シントン D.C.では，日米親善のために約１００年前に

日本が送ったさくらがポトマック河畔で見事に咲いて，

世界の名所の一つになっているとのことです．卒業を

控えて何かと忙しいと思いますが，勉学と両立してさ

くらの女王を立派に務められるよう祈っています． 
 

 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １９,０３２ ７３２．０ ７３４．３ ７４２．５

入院患者 ４３１ １４．４ １３．７ １４．３

D1 物理、化学、生物、国語のプレース

メントテストが実施されました 
    教育委員会副委員長 山田 庄司

D２ 臨床入門が実施されました  
      Ｄ２臨床入門実施責任者 塚崎 弘明

D6 大野可那子さんが 

日本さくらの女王に選ばれました 
    広報委員長 井上 富雄

診療統計（平成２２年６月分） 
医事課課長 久米 徳明
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2010 ICOI JAPAN Implant Symposium

で D6 の学生，笠木星児君が Student 

Award を受賞しました 
     広報委員長 井上 富雄

歯科補綴学教室では日本

補綴歯科学会と共同で，若手

研究者を対象にしたインター

ナショナル・オンライン・コース

「Designing Clinical Research」

を開催しています．現在，当

講座に滞在中のクラーク先生

が本コースのオリジナル・デ

ザイン開発，ウェブ・サイト作成とコースの総括を，マ

リガン先生は講義と受講者作成プロトコールの評価

を担当されます．このコースでは臨床研究デザインの

基本事項と文献の批判的評価法を１０週間の完全オ

ンラインで学習します．すべて英語で行われるカンフ

ァレンス，レポート提出など，受講者とって非常にタフ

な内容ですが，その反面非常に大きな財産になると

思います．なお，今秋当教室が主管する日本補綴歯

科学会東京支部会（１０月１６日，上條講堂）では成

果発表会を行い，優秀賞を表彰する予定です．興味

のある方は是非ご参加下さい． 
 

去る５月１５日－１６日（日）にパシフィコ横浜で，

2010 ICOI (International Congress of Oral 

Implantologists) JAPAN Implant Symposium （後援：

日本顎咬合学会，日本歯周病学会，日本補綴歯科

学会）が開催されました。

同会において歯学部６年

の笠木 星児君が，「歯槽

骨造成術後の不成功例

に対する臨床的検討」（指

導：顎口腔疾患制御外科

学教室）という演題名でポ

スター発表を行い，Student Award を受賞しました． 
 

８月 ７日（土）：歯学部オープンキャンパス（洗足） 

８月２６日（木）-２７日（金）：PBL ファシリテータ養成・

      シナリオ作成ワークショップ 

８月２８日（土）：歯学部オープンキャンパス（旗の台） 

９月 ４日（土）：歯科病院研修歯科医採用試験 

９月１２日（日）：歯学部オープンキャンパス（旗の台） 

９月２３日（土）：昭和大学学術シンポジウム 

本年度より大学院歯学研究科博士課程では，秋

季入学制度を開始致します．募集人数は若干名で，

現在の春季入学と同様に社会人特別選抜も実施しま

す．社会人特別選抜には，本学の臨床研修医も出願

可能です．入学試験の日程等は下表の通りです．詳

細は募集要項（教務課にて配布）をご覧ください． 

 試験日 出願期間 合格発表 入学手続

秋

季

入

学 

H22 年 

8 月 28 日

（土） 

H22 年 

7 月 1 日

（木）から 

8 月 6 日

（金） 

H22 年 

9 月 16 日

（木）正午 

H22 年 

9 月 17 日

（金）から 

9 月 24 日

（金） 
   

去る６月２５－２７日にテンプル大学主催のインプ

ラント講習会が，ハワイ・オアフ島の Hale Koa ホテル

において開催されました．昨年から当大学主催の講

習会には数回参加させていただきましたが，今回の

テーマは「インプラント治療におけるトラブルシューテ

ィング」でした．参加者は３０人程度（半数が日本人）

で，１日目はその先生方のケースを持ち寄って症例

検討会のような形式で進行されました．２日目は講師

の先生自らが経験したトラブルを例に挙げ，PBL さな

がらのチームディスカッションを行いました．「恥ずか

しくて聞けなかったけど，こういうことってたくさんある

よね？」という症例のオンパレードと，独特の講習会

形式であったためか，とても活気のある講習会となり，

あまりの盛り上がりに講師陣が困り果てる一面もあり

ました． 

講習会最終日に，講師陣のリーダーである Albert 

Salama 先生が「私にとって，日本人患者のインプラン

ト治療が一番難しい」という言葉がとても印象に残り

ました．今回この講習会に参加する機会を与えてくだ

さった佐藤教授ならびに不在中サポートしてくださっ

たスタッフの皆様にお礼申し上げます．ありがとうござ

いました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

テンプル大学主催講習会に参加しまし

た      高齢者歯科学教室 内田 圭一郎 

日本補綴歯科学会インターナショナル

 ・オンラインコースが開催されます 
 歯科補綴学教室 樋口 大輔

昭和大学大学院 歯学研究科博士課程

学生の秋季募集が行われます 
歯学研究科運営委員会委員長 上條 竜太郎

行事予定      広報委員長 井上 富雄 
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第３０回昭和歯学会総会が平成２２年７月３日

（土）に昭和大学歯科病院６階第１臨床講堂で開催さ

れました．今回は午後からの開催で，１２時から宮崎

隆会長の開会の辞に引き続き，評議員会および総会

が開催され，担当理事から庶務報告，学会報告，編

集報告が行われました．その後，平成２１年度の会計

決算，平成２２年度の活動計画案および会計予算案

が提出され，承認されました．１２：２０から一般演題

の発表が始まり，１３演題が発表されました． 

１４：５０から上條奨学賞研究補助受賞講演として，

歯科理工学教室の柴田陽先生が「口腔インプラント

の表面改質に関する研究」と題して講演されました．

続いて，研究紹介講演として総合歯科の佐野晴男先

生が「ハイリスク患者への対応—総合歯科の日常か

ら—」と題して講演されました．１６：００からは特別講

演として東京理科大学・総合研究機構 辻 孝先生に

「歯科再生治療の実現を目指した“歯の再生”研究の

戦略と展開」と題して１時間の講演をしていただきまし

た． 

１７：００から一般演題が再開され，４演題が発表

されたのち，山本松男学会担当常任理事から閉会の

辞があり，盛会のうちに総会は終了致しました． 

 

  
・木村洋子(小児成育歯科学教室 

 員外助手)： 

平成２２年５月２８日に第３４回 

日本口蓋裂学会において日本 

口蓋裂学会優秀ポスター賞を 

受賞されました． 

 演題名「片側性唇顎口蓋裂児に 

おける永久歯萌出順位に関する検討」 

・木村幸紀（歯科放射線学教室 講師）：平成２２年６

月１０日に平成２１年日本頭頸部癌学会優秀論文賞

を受賞されました． 

 論文名：「Stage Ｉ・ＩＩ舌癌頚部リンパ節後発転移例

の予後：節外進展の組織像との関係」 

・石橋彩子（高齢者歯科学教室 員外助教）：平成２２

年６月１３日に第１１９回 

日本補綴歯科学会に 

おいて平成２１年度奨励 

論文賞を受賞されました． 

 論文名：「顎堤検査に 

おける検査用スケールの 

臨床的有用性に関する 

研究」 

・舘 慶太（歯科補綴学教室 員外助教）：平成２２年６

月１３日に第１１９回日本 

補綴歯科学会におい 

て課題口演優秀賞を 

受賞されました． 

 演題名：「TGF-BETA 

はBMPの骨誘導活性 

を強力に促進する」 

・安部友佳(東京医科歯科大学大学院生，昭和大学

歯学部歯科補綴学教室にて研究)：平成２２年６月１３

日に第１１９回日本補綴歯科学会において課題口演

優秀賞を受賞されました． 

 演題名：「睡眠時ブラキシズム寄与因子の検討‐セ

ロトニン関連遺伝子多型を含めた多変量解析‐」 

・宮内知彦（歯科補綴学教室 大学院４年生）： 

平成２２年７月２２日に第２８回日本骨代謝学会学術

大会において優秀演題賞を受賞されました． 

 演題名「毛包神経堤細胞の分離とその細胞からの

象牙芽細胞への分化誘導」 
 

今年の７月は梅雨と猛暑の月でした．地球温暖化

の影響なのか，局地的豪雨の被害も耳にします．今

年も，昭和大学はエコ対策の一環に冷房の設定温度

を２８度にして少しでも地球の二酸化炭素排出削減

のお手伝いを学生・職員一同で取り組んでいます． 

夏休みに入り，真夏日の連続記録が更新されてい

るようです．室内にいても熱中症で倒れる話が連日

報道されています．皆さんも体調には十分御留意下

さい．最後に，学期末，夏のお忙しいところ今号にご

執筆頂きました先生方に篤く御礼申し上げます． 

受賞         広報委員長 井上 富雄 
編集後記  小児成育歯科学教室 小田 訓子

第３０回昭和歯学会総会が開催されまし

た         歯科保存学教室 鈴木 敏光


